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伊
賀
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
は
、
大
阪
市
立

伊
賀
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
然
環

境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
。
年
８
回
、
人
工
林
の
間
伐
や
広
葉
樹
の
植
林
、

下
草
刈
り
な
ど
の
森
林
保
全
活
動
の
ほ
か
、
炭
焼
き
や

ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
な
ど
の
森
林

体
験
を
通
し
て
自
然
と
親
し
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
を

背
景
と
し
た
活
動

　

伊
賀
市
は
、
三
重
県
北
西
部
に

位
置
し
、
滋
賀
県
と
の
県
境
に
あ

り
ま
す
。
古
く
か
ら「
忍
者
発
祥
の

地
」と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
俳
人

で
有
名
な
松ま
つ
お尾
芭ば

し
ょ
う蕉
も
、
こ
の
地

で
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
の
活
動
地
で
あ
る
大
阪
市
立

伊
賀
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
の
伊
賀
市
に
ひ
と
き
わ
高

く
そ
び
え
る
、
標
高
7
6
5
m
の

霊れ
い
ざ
ん山

南
側
の
標
高
5
0
0
m
の
場

所
に
面
積
1
1
2
万
㎡
の
敷
地
を

も
っ
た
社
会
教
育
施
設
。
近
畿
地

方
中
部
、
三
重
県
〜
奈
良
県
に
ま

た
が
る
山
間
部
の
室む
ろ
う生

赤あ
か
め目

青あ
お
や
ま山

国
定
公
園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

北
東
に
鈴
鹿
山
脈
、
南
に
青
山

高
原
を
ひ
か
え
た
セ
ン
タ
ー
内
は
、

南
北
に
東
海
自
然
歩
道
が
通
り
、

ア
セ
ビ
・
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
原
生
林
を
は

じ
め
約
５
０
０
種
類
以
上
の
植
物

や
シ
カ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
多
く
の
生

き
物
が
生
息
す
る
な
ど
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
大
阪
市
内
の
小
・

中
学
校
の
一
泊
移
住
や
体
験
学
習
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
環
境
の
中
で
、
伊
賀
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
は
、
森
林
整
備

や
市
民
の
自
然
体
験
の
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
を
訪
れ
る
人
の

た
め
の
整
備
活
動

　

伊
賀
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
の
発
足
は
平
成
10
年
、
一
般

財
団
法
人「
大
阪
市
青
少
年
活
動
協

会
」主
催
の「
今
、
森
が
危
な
い
！
」

と
題
し
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
講
座
募
集
が
き
っ
か
け
。
当
初

森林体験で子どもたちやファミリーに人工林の間伐を指導

伏せ焼きによる炭づくり

植林作業
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は
年
１
回
の
企
画
事
業
で
し
た
が
、

講
座
参
加
者
の
強
い
要
望
に
よ
っ

て
平
成
12
年
か
ら
は
行
政
を
離
れ

て
自
主
活
動
と
な
り
、
伊
賀
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
年
４
回
行
わ
れ
て
い
た

活
動
は
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
回

数
を
増
し
、
現
在
の
定
例
活
動
は

8
月
の
繁
忙
期
と
道
路
が
凍
結
す

る
12
月
〜
２
月
を
除
い
た
年
８
回
、

各
月
一
泊
二
日
ま
た
は
二
泊
三
日
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内

容
は
、
春
は
ド
ン
グ
リ
な
ど
か
ら

育
て
た
広
葉
樹
の
植
林
や
人
工
林

の
間
伐
、
夏
は
下
草
刈
り
な
ど
の

育
林
作
業
、
秋
は
シ
イ
タ
ケ
の
ほ

だ
木
づ
く
り
や
炭
焼
き
な
ど
。
子

ど
も
た
ち
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
対
象

と
し
た
森
林
体
験
指
導
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
最
近
は
老
朽
化

し
傷
ん
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

階
段
の
補
修
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
土

手
の
修
理
、
間
伐
材
を
使
っ
た
薪

や
テ
ー
ブ
ル
づ
く
り
な
ど
、
施
設

内
の
環
境
整
備
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
の
中
に
設
置
し
た
自

作
の
石
窯
で
ピ
ザ
を
焼
い
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
盛
り
上
が
っ
た
り

と
、
季
節
ご
と
に
森
や
自
然
を
楽

し
む
た
め
の
企
画
も
あ
り
、
年
間

を
通
じ
て
普
段
の
生
活
で
は
味
わ

え
な
い
体
験
が
で
き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
自
然
と
親
し
め
る

「
実
践
型
エ
コ
ツ
ア
ー
」

　

伊
賀
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
の
活
動
は
堅
苦
し
い
内
容
で

は
な
く
、
参
加
者
が
気
軽
に
自
然

と
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
実
践
型

エ
コ
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実

践
型
の
エ
コ
ツ
ア
ー
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
き

た
人
た
ち
が
、
自
分
自
身
の
経
験

を
活
か
し
て
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
自
然
の

案
内
人
）な
ど
に
挑
戦
し
、
環
境
保

全
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
層
の
会
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
持
ち
寄
っ
た
活

動
を
展
開
し
、
平
成
20
年
に
は
環

境
保
全
に
貢
献
す
る
実
践
的
な
エ

コ
ツ
ア
ー
と
し
て
、
財
団
法
人
中

部
産
業
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
現
・
公
益
財
団
法
人
中
部
圏
社
会

経
済
研
究
所
）の
中
部
エ
コ
ツ
ア
ー

50
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
活
動
で
間
伐
し
た
木
材

を
使
っ
て
、
次
回
は
テ
ー
ブ
ル
を

作
る
と
い
っ
た
継
続
的
な
取
り
組

み
で
作
業
の
成
果
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
、
幅
広
い
年
齢
層

の
会
員
が
力
を
合
わ
せ
、
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
回
の
活
動
ご
と
に
活

動
誌「
森
の
民
」を
発
行
し
、
ホ
ー

●会員数　34人
●活動フィールド　大阪市立伊賀青少年野外活動センター（三重県伊賀市愛田）
　　　　　　　　　標高500ｍ、面積112万㎡（約34万坪）
●定例活動　3～7月、9月～11月の各月　●ホームページ　http://www.sun-inet.or.jp/~a300223/

伊賀森林
ボランティアサークル

森林ボランティア

間伐材による薪づくり

株立ちしたの幹のうち良いものを残す「もやわけ」作業

ハイキングコースの傷んだ階段の補修作業

老朽化したキャンプ場土手の修理作業

ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
報
告
す
る

な
ど
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、

森
へ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
に

も
参
加
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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